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 才能教育とは、「特定の分野・領域で優れた能力を示す

子どもを対象として、その能力を最大限に伸長するために

おこなわれる特別な教育的措置」を指します。隣国の韓国

では理数系をメインに、国を挙げて才能教育が進められて

います。韓国では現在約2万5,000名の才能教育担当教

員が現場に配置されています。これらの才能教育担当教

員は一般学校の一般教員が兼任しているケースが大半

で、彼／彼女たちは「養成→採用・配置→研修」というプロ

セスの中で必要な能力や専門性を向上させています。 

 本研究は、才能教育担当教員に求められる資質能力の

内容、および資質能力向上のためのプロセスを支える体

制の全体像を明らかにすることで、一人ひとりの子どもの

才能を発見し、伸ばしていくことのできる教員の育成に貢

献することを目的としています。 
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